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シナリオに基づく“連続的な研究”
（本格研究）

第1種基礎研究

人類的課題への貢献

未知現象

製品化研究

発見・解明 知識の融合・適用

原 理

定 理

法則

理 論

経済・社会
ニーズ

第2種基礎研究

　現況下における高度化・多様化、かつ急速に変化する経
済・社会ニーズに対応するためには個別の科学的知識では限
界があり、細分化された個々の知識領域を融合する研究が
重要です。
　独立行政法人産業技術総合研究所（産総研）の全ての研究
ユニットは、幅広いバックグラウンドを有する研究者間のシナジ
ー効果と、異分野知識間の融合による技術革新を達成するた
め、シナリオから派生する具体的な研究課題に分野の異なる研

究者が幅広く参画できる外部機関も含めた連続的な研究開発
体制を確立しています。
　産総研では、未知現象より新たな知識の発見・解明を目指す
研究を「第1種基礎研究」、経済・社会ニーズへ対応するため
に異なる分野の知識を幅広く選択、融合・適用する研究を
「第2種基礎研究」と位置づけ、「第2種基礎研究」を軸
に、「第1種基礎研究」から「製品化研究」にいたる連続的
な研究を「本格研究」として推進しております。　

第1種基礎研究、第2種基礎研究及び実際の経

験から得た成果と知識を利用し、発明された新し

い材料、装置、製品、システム、工程、サービス

の事業化可能性を工学的かつ社会経済学的ア

プローチで具体的に検討する。

定　義 活　動

発見・解明

融合・適用

実用化

未知現象を観察、実験、理論計算により普遍的

な理論（法則、原理、定理など）を発見、解明、形

成するための研究をいう。

特定の経済的・社会的な必要性（ニーズ）のため

に、既に確立された複数の普遍的な知識（理論、

法則、原理、定理など）を組み合わせ、観察、実

験、理論計算を繰り返し、その手法と結果に規

則性や普遍性のある知見および目的を実現する

具体的道筋を導き出す研究をいう。

「第1種基礎研究」

「第2種基礎研究」

「製品化研究」

　独立行政法人産業技術総合研究所は、
1. 新産業領域創生のための先端的研究
2. 政策ニーズのための長期的研究

3. 科学基盤研究

　を推進します。




